
順 出場者 種 組 点 時刻 担当

1 開式通告（８：３０） 8 選手代表宣誓

2 入場行進・整列 赤団 14 中１２３ 団 2 ○ 12:40 橘・柴田

3 開会宣言　　（小）林田結乃　井出悠斗 白団 15 小３４ 表 12:50 伊佐・廣田

4 国旗・市旗掲揚 9 準備運動　（中）　山村妃奈子 16 PTA 13:00 林・小原

5 優勝旗、優勝トロフィ返還　　赤団 10 閉式通告 17 小１２中２ 団 ○ 13:10 谷口・吉村・橘

6 大会会長あいさつ　　校長　本村由紀博 11 エール交換（小学校応援団） 18 小５６ 表 13:25 佐田・下八重

7 競技上の注意　（小）　池本樹桜 12 豊野中体操 19 中１２３ 表 ○ 13:35 一ノ口

順 出場者 種 組 点 時刻 担当 20 小１～２ 徒 1 ○ 14:05 吉村・谷口

1 小３４ 徒 13 ○   9:10 廣田・伊佐 21 小３～４ 徒 1 ○ 14:15 伊佐・廣田

2 小１２ 徒 12 ○   9:20 谷口・吉村 22 小５～６ 徒 1 ○ 14:25 下八重・佐田

3 小５６中１ 団 ○   9:30 佐田・金田・下八重 23 中１～３ 徒 1 ○ 14:35 一ノ口

4 新入児   9:45 小原

5 小３４中３ 団 ○   9:55 廣田・吉村 1 開式通告(14:50) 6 校歌斉唱　指揮　　川端夏帆

6 小１２ 表 10:10 濱津・吉村 2 集合 7 国旗・市旗降納

7 中　代女 徒 1 ○ 10:20 一ノ口 3 成績発表 （小）　　　　　　（中）長田幸芽 8 万歳三唱　PTA会長　京極大介

8 中　代男 徒 1 ○ 10:25 一ノ口 4 表彰 9 閉会宣言

9 小１ 技 10:35 谷口 5 講評 副校長　　吉田正尚 10 閉式通告

10 小５６ 徒 13 ○ 10:50 下八重・佐田

11 中全 徒 19 ○ 11:05 鎌田

12 来賓・PTA 11:25 林

13 小中全 表 11:35 井上・野内

令和元年度 豊野小・中学校 運動会プログラム
令和元年度豊野小・中学校運動会テーマ

「ＴＲＹ」～己の限界をこえて、まだ見ぬ世界へ～

開　会　式 種　　目

（小）吉田翔征　（中）上村洋平 応援演技

（小）池野桜大　（中）村井脩征 キッズソーラン

PTA地区対抗玉入れ

玉入れ

組体操Ｒー１

種　　目 団対抗全員リレー（小学校低学年の部）

１００ｍ走 団対抗全員リレー（小学校中学年の部）

ゴールをめざせ！！ 団対抗全員リレー（小学校高学年の部）

1００ｍ走

しっかり狙ってストライク

竹取物語Ｒ－１　＊小６親子種目 団対抗全員リレー（中学校の部）

みんなおいでよ　＊新入児競技 閉　会　式

大綱引き　　＊中３親子種目

U・S・A

８００ｍ走

１５００ｍ走

お宝さがし　＊小１親子種目

１００ｍ走

豊野音頭   参加者は、No.14応援演技が終わりましたら入場門にご集合ください。

昼　　　食　　　　　（１１：５０～１２：４０）

  ☆PTA競技玉入れ　組み分け
        A：上糸石、鐙、山崎、安見
　　 B：下郷、宮川
　　 C：上郷、中間、巣林

　　 D：下糸石

魅せろ・豊野魂２０１９



　

＊応援席は原則毎年左回りのローテーションです。テント数の関係で多少前後します。

校地内禁煙です。ご協力よろしくお願いいたします。
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